






ニッペ フリーベストLv3シャット工法施工時の測定結果からは、
大きなアスベストの飛散数値は検出されませんでした。つまり、
アスベストの飛散がほとんどなかったということ。従来の塗装に
比べてより安全に作業を行えることが分かりました。

［作業前］
表面にはホコリ、よごれ、藻、こけ、
かびなどが付着している状態です。

※高所作業は厚生労働省の「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」に従い、必要
に応じて安全帯は「フルハーネス型」をご利用ください。

［ニッペフリーベストシャットプライマー］
下塗り材を浸透させて、ゴミやアスベ
ストをしっかりと固め、下地を整えます。

［ニッペフリーベストシャットフィラー］
中塗り材を重ねることで厚い塗膜を
作り、表面をしっかりと覆います。

［上塗り・完成］
工場に最適な上塗りを重ねて、
美しく仕上げれば完成です。



荷　姿 

塗装仕様書 

ニッペ サーモアイSi

※上記の数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることがあります。 
※特に劣化が激しい場合は、上記標準塗装仕様の塗り回数よりも多くの塗り回数が必要な場合があります。 

※上記の数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることがあります。 
※特に劣化が激しい場合は、上記標準塗装仕様の塗り回数よりも多くの塗り回数が必要な場合があります。 

※2液形塗料は、塗料液と硬化剤の混合割合を必ずまもり、ポットライフ（可使時間）以内に使用してください。（硬化剤の過不足や、ポットライフ（可使時間）以降の使用は、硬化性、乾燥性、
低汚染性能、色相変化が起こるなど、塗膜性能や仕上がり外観に悪影響を及ぼします。）
※2液塗料の塗り重ねは所定の塗り重ね乾燥時間をまもってください。（縮み、割れ、乾燥不良、付着不良などが起こります。）
●高圧水洗を行わないため、下地条件により下塗りの塗付量が変化しますので、事前に試験塗装・付着試験を行い、適正な下塗りの塗付量を決定してください。 
●本仕様は旧塗膜がある場合の改修工法としては適しません。 

ニッペ サーモアイSi

オーデフレッシュSi100Ⅲ 

オーデフレッシュSi100Ⅲ 

2

はけ、ウールローラー

はけ、ウールローラー、エアレススプレー 

はけ、ウールローラー

6時間 

6時間 

6時間 

ー 

5：1

12：5：1

9：1

ー 

0.12～0.18

アスベスト粉じん飛散抑制のため、原則として高圧水洗などの下地調整は不要であるが、
明らかにニッペ フリーベストシャットプライマーの塗り重ねだけでは付着不良を起こすと思われる物質（ごみ、ほこり、かび、こけ、藻など）は手作業などで除去を行う。 

アスベスト粉じん飛散抑制のため、原則として高圧水洗などの下地調整は不要であるが、
明らかにニッペ フリーベストシャットプライマーの塗り重ねだけでは付着不良を起こすと思われる物質（ごみ、ほこり、かび、こけ、藻など）は手作業などで除去を行う。 

ニッペ フリーベスト シャットプライマー 2～3 0.15～0.30

塗料用シンナーA

無希釈

塗料用シンナーA

水道水

16時間以上7日以内 

3時間以上7日以内 

はけ、ウールローラー、エアレススプレー 

はけ、ウールローラー、エアレススプレー 

1～2 0.15～0.30 無希釈3時間以上7日以内 

0.14～0.17 3時間以上

0～5

エアレススプレー 0～10

5～10

 3時間以上7日以内 

0～8

ー 

ニッペ フリーベスト シャットプライマー  

ニッペ フリーベスト シャットプライマー  

15㎏セット（塗料液（主剤） ： 硬化剤=13.5㎏ ： 1.5㎏）  

15㎏

15㎏セット（塗料液（主剤） ： 硬化剤=12.5㎏ ： 2.5㎏） 

18㎏セット（粉体 ： 塗料液 ： 硬化剤=12㎏ ： 5㎏ ： 1㎏） ニッペ フリーベスト シャットフィラー 

ー 

0.40～0.801
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ニッペ フリーベスト シャットフィラー  

下地調整 

下塗り 

中塗り 

上塗り 

工程 塗り重ね
乾燥時間（23℃）  希釈剤 希釈率（%） 塗装方法 使用量

（㎏/㎡/回） 塗り回数塗料名

下地調整 

下塗り 

上塗り 

工程 塗り重ね
乾燥時間（23℃）  希釈剤 希釈率（%） 塗装方法 使用量

（㎏/㎡/回） 塗り回数塗料名  

ポットライフ（23℃） 混合比 　容　量 塗料名  

塗装仕様例①屋根　ニッペ フリーベスト Lv3 シャット（高圧水洗不要）工法　遮熱塗料仕上げ 

塗装仕様例②外壁　ニッペ フリーベスト Lv3 シャット（高圧水洗不要）工法 



詳細な内容については、各製品の製品使用説明書などにてご確認願います。 ■施工上の注意事項 
【共通事項 】
1.昼夜の温度差が激しい時期や、山間部など夜露の早く降りる地域では、結露に
よるつや引け現象が起こりやすいため、早めに塗装を終えて十分に乾燥時間を
確保してください。塗装後早期に結露の影響を受けると光沢低下や膨れ、割れ、
はく離の原因になります。
2.使用量は、濡れ感が出るまでを目安にしてください。素地への吸い込み個所が
ある場合は、その部分を増し塗りしてください。また、シーラー乾燥後ガムテー
プで基材のはがれがないかチェックし、はがれなどがある場合は再度シーラー
を塗装してください。
3.特に劣化が激しい場合には、標準塗り回数よりも多くの塗り回数が必要な場合が
あります。
4.塗装場所の気温が５℃未満、もしくは湿度８５％以上である場合、または換気が
十分でなく結露が考えられる場合、塗装は避けてください。
5.硬化が不十分な場合は、シンナーで再溶解する場合があります。
6.水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。
7.硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。
8.シーリングの上に、劣化、ひび割れなどの損傷がある場合は、打ち直しをしてく
ださい。
9.屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてく
ださい。

10.塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
11.飛散防止のため必ず養生を行ってください。
12.シーリング面への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を起こす
ことがありますので行わないでください。やむを得ず行う場合は、シーリング材
が完全に硬化した後に行うものとし、塗り重ね適合性を確認し、必要な処理を
行ってください。また、ニッペブリードオフプライマーを下塗りすることで、可塑
剤移行による汚染の低減が図れますが、シーリング材の種類、使用条件などに
よりはく離、収縮割れが起こることがあります。

13.薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希
釈しないでください。

14.汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必
ず控えておき、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの塗装条件
を同一にしてください。

15.ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなどが発生す
るおそれがありますので、十分に洗浄するか、専用でご使用ください。

16.ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてください。
ローラー目により、色相や仕上がり感が異なって見えることがあります。

17.塗装方法により色相が多少変化する場合がありますので、ローラー塗りはでき
る限り入り隅まで入れてください。

18.塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。特につや調整品では、
つや消し剤が沈降している場合がありますので、かくはん機を用いて缶底の沈
降物を十分にかくはんしてご使用ください。

19.開封後は一度に使い切ってください。やむを得ず保管する場合は密栓してから冷
暗所で保存し、速やかに使い切ってください。

20.塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
21.内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業廃棄物とし
て廃棄してください。

22.塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してください。
容器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪
影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理場などの施設に持ち込むか、産
業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

【下塗り（ニッペ フリーベストシャットプライマー）】
1.本品は所定の塗り重ね乾燥時間よりも早く上塗りを塗装しますと、縮み、割れ、
乾燥不良を起こしますので、塗り重ね乾燥時間をまもってください。また、吸い
込みの大きい下地や素材の場合は、塗り重ね乾燥時間は長めにとってください。
短時間で上塗りを塗装しますと、溶剤による膨れや縮みなどが発生する場合が
あります。
2.高温下では硬化反応が著しく速まります。高温時の施工では、上塗りを3日以内
に塗り重ねてください。
3.エポキシ樹脂系ですので、皮膚のかぶれを引き起こすおそれがあります。肌に付
着しないよう特に注意してください。
4.塗装時および塗装後に密閉しますと乾燥が遅れますので、換気を十分に行って
ください。
5.笠木、天端など長時間水が滞留する個所では、塗膜の白化、膨れなどが発生す
る場合があります。

6.平滑仕上げや鏡面仕上げの場合は、素材や素地の状態によって、吸込みや巣穴
によるピンホール、凹凸などを防止するため、パテ工程や研磨工程が必要になる
場合があります。
7.上塗りに強溶剤系塗料のご使用は避けてください。

【中塗り（ニッペ フリーベストシャットフィラー）】
1.開缶後放置するときは皮が張らないようにポリエチシートなどでシールし、保管
してください。
2.仕上がり模様は、事前に試し塗りを行い条件などを設定してから本施工に入って
ください。
3.絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結
露の場合は、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、粘着物などとなって析出する
場合もあります。著しい結露が予測される場所は、塗装を避けるか、溶剤系塗料
での塗装をおすすめ致します。
4.塗装後24時間以内など乾燥不十分な状態で降雨結露などがある場合や、低温、
高湿度、通風のない場合には、膨れ、はく離、割れ、白化、しみが発生するおそれ
がありますので、塗装を避けてください。やむを得ず塗装する場合は、強制換気
などで湿気分を飛ばすようにしてください。しみが発生した場合は乾燥後水拭
きして除去してください。
5.開缶後は皮張りがしやすいため、表面にうすく希釈剤を張り、ふたをしておくと
皮張りを遅くすることができます。

【上塗り（ニッペ サーモアイSi）】
1.下塗り類、サフェーサーと上塗りの混合は避けてください。はけ、ローラーなどの
共用も避けてください。
2.下塗り乾燥後、ガムテープで基材のはく離がないかチェックし、はく離がある場
合は、再度下塗りを塗付してください。
3.防錆（さび）性はありません。むね、すみむねなど金属製役物が、さびている場
合は、発さび部とその周囲を十分にケレンし、下塗りに、「ニッペ1液ハイポン
ファインデクロ」塗装後、上塗りを塗装してください。
4.遮熱性能を重視される場合は、シャットフィラーの次にサーモアイシーラーを塗
装することにより遮熱塗料の性能を十分に発揮させることができます。
5.遮熱性能は、色相によって異なります。詳細についてはお問い合わせください。
6.遮熱塗料では、特殊な顔料を使用しているため、使用量が少ないと色相が変化
して見えたり、十分に隠ぺいしないことがあります。十分な使用量が得られるよ
うに、標準塗装仕様を厳守してください。
7.所定のシンナー以外を使用したり、薄めすぎるとつや引けやかぶり不良をきたす
原因になりますので、必ず所定のシンナーおよび希釈率をまもってください。
8.異なる色相を塗り重ねる場合（例:1回目の上塗りを塗装してから、別な色相でラ
インや帯などを塗装する場合など)2回目の上塗りが1回目の上塗りを侵してライ
ンや帯などが変色（ブリードにより）する場合がありますのでご注意ください。
9.硬化剤はイソシアネートを含有しているため、蒸気、ミストなどを吸い込まない
ようにしてください。また、皮膚に付着しないよう十分に注意してください。

10.塗膜の乾燥過程で水分の影響を受けた場合（高湿度、結露、降雨など）、塗膜表
面が白化するおそれがあります。水分の影響を受けるおそれがある場合は、塗装
を避けてください。

11.調色には必ず専用の原色をお使いください。
12.はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合、塗付量、表面肌が異なるため若
干の色相差がでますので、はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗装してください。

【上塗り（オーデフレッシュSi100Ⅲ）】
1.絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結露
が発生する場所では、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、粘着物などとなって
析出するおそれがあります。著しい結露が予測される場合は、塗装を避けるか、
溶剤系塗料での塗装をおすすめ致します。
2.蓄熱されやすい建材（軽量モルタル、ＡＬＣ、窯業サイディング、発泡ウレタン使
用建材など）を使用した｢高断熱型外壁｣で、旧塗膜が弾性リシン、弾性スタッコ、
アクリルトップなどの場合、塗り替え段階ですでに旧塗膜が膨れていることがあ
ります。そのまま塗装すると膨れがさらに拡大する可能性がありますので、完全
に除去してください。また｢高断熱型外壁｣に塗装する場合は、蓄熱、水分、下地
の状態、塗装環境など複数の条件が重なることで、建材の変形、塗膜の膨れ、は
く離が生じることがありますので、最寄の営業所などにご相談ください。

■本カタログ掲載商品の詳細な危険有害性情報や使用上の注意事項等については、
安全データシート（SDS）をご参照ください。
■本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は、事前に相談ください。
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